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前橋市は、北に赤城山、西に榛名山を望む関東平野の北部を市域とした県都であります。北か

ら南に貫流する利根川の清流は「水と緑と詩の町」を潤し、かつては「糸の町」として養蚕製糸

で栄えてきました。今、人口 28万を擁し生涯学習に力を入れ、教育文化・総合福祉・産業振興

など「活力と魅力ある総合機能都市」づくりが進められています。

f 西久保遺跡のある総社・元総社地区は、市の中心街地から北西の利根川右岸にあり、古来上野
国の中心として古墳時代には数多くの古墳が築かれ、律令政治の時代には国府がおかれ、中世に

は元総社町の大部分を城郭とする、県下の大城郭で最古クラスと言われる守護代長尾氏の蒼海域

があり、近世には秋元氏の総社城築城や天狗岩用水や五千石堰が開削されるなど、また城下町か

ら宿場街としての役割も果たし、 400年あまり経た今も宿場の地割が現存するところでありま

す。戦後昭和30~40年代の土地区画整理事業が行われ、大規模工場の誘致が進められるなど、前

橋市が消費都市から現在の生産都市への発展に大きく踏出すさきがけとなった地域であります。

この調査は、民間宅地開発事業による宅地造成工事に先がけて埋蔵文化財の緊急発掘調査を実

施したものであります。

調査では、縄文時代の遺跡包含地域と平安時代の住居祉5軒、溝2条、土坑18基を確認し、数

多の縄文土器片、石器、平安時代の土師器、須恵器等の遺物を検出することができました。

この調査に当たり住友林業株式会社をはじめ多くの方々のご理解とご協力により調査報告書が

刊行できましたことに厚く御礼申しあげます。

平成5年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長有坂淳





例言

l 本書は都市計画法第29条の開発行為(宅地造成事業実施)に先がけて実施した埋蔵文化財の

発掘調査報告書である。

2 発掘調査は前橋市教育委員会のもとに組織された前橋市埋蔵文化財発掘調査団(団長

有坂 淳)の委託を受け、スナガ環境測設株式会社(前橋市青柳町21 1 -1 代表取締役

須永貫弘)が実施した。

( 3 調査担当者新保一美 (前橋市埋蔵文化財発掘調査団 発掘調査係員)

金子正人 (スナガ環境測設株式会社専務取締役)

4 遺跡名西久保遺跡略称4A-63

5 所在地前橋市総社町植野字西久保

6 期 間発掘調査平成 4 年 8 月 7 日 ~4 年 8 月 31 日

調査整理平成 4 年 9 月 1 日 ~5 年 3 月 25 日

7 調査面積 A= 420m' 

8 出土遺物は、前橋市教育委員会で保管している。

9 本書は、調査団の指導のもとに、スナガ環境測設株式会社埋蔵文化財調査部(専務取締役兼

部長 金子正人)が作成に当り、執筆を金子正人、校正・編集を須永員弘・勝田貞幸、文書

の清書を須永薫子、遺物実測・計測を佐々木智恵子、遺物復元を鈴木起夫・佐々木智恵子・

柴崎信江・須永豊、トレースを小林裕美、写真製版を鈴木起夫、内業事務を須永豊が担当し

た。

10 測量・調査計画は須永員弘(演IJ量士 第 52614号)が行い、調査の指揮指導を金子正人、遺

檎・遺物の写真撮影を金子正人・勝目貞幸(調査員)、作業事務を柴崎信江が担当した。

11 調査にご協力を戴きました住友林業株式会社山口博人氏を始め、地元の方々並びに調査及び

整理に際して種々とご指導を頂いた方々に心より感謝申し上げます。

12 調査に参加した方々(順不同)

{ 石川サワ子 内山恵美子 八木武史 矢野仁一 野口栄一 登坂正 上原薫

野口たかね 内田重二郎 新井重男 伏島克太 山崎勘治 宮前実 上原亮

凡例

1 遺構の略号

J一縄文時代の住居祉 H一平安時代の住居祉 W一溝 S一集石 TRートレンチ

D一土坑

2 実測図の縮尺

全体図S= 1/200 住居祉S= 1/60 カマドS= 1/30 溝・集石S= 1/60 



遺物実測図s= 1/3 その他の縮尺を使用した場合は個々に表示した。
3 挿入図

国土地理院発行の5万分の 1I前橋」を使用した。

4 遺跡の位置・基準等

基準点 国土地理院三角点及水準点を照合済み

A-5地点 第区系座標値 X= 46，700. OOm Y =ー71，660.00m

水準点 BM1 H=141.50m 

等高線 10 c皿

グリッド 4 m間隔

5 土層断面の土色名及び土器類の色調名は「新版標準土色帖」による。
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I 遺跡の位置と環境

西久保遺跡が所在する前橋市総社町植野1156番地(字西久保)は JR上越線群馬総社駅より北

へ500m地点である。榛名山東南麓に広がる火山傾斜面が終り前橋台地が東南に大きく広がり始め

る。これに沿って東流する午王頭川は、榛東村の最北域吾妻山付近より発し吉岡町から当遺跡の

西(吉岡町大字大久保字大下)を通り、総社町植野元景寺北で利根川に合流、その聞大凡lOkm 

に及んでいる。中世末には「午王頭川から取水し、勝山城の用水として使用されたもの思われ

るJ (市史第二巻町頁)としている。近世では、天狗岩用水から分水し、総社域内濠の用水、宿

場用水、水田用水として現在の元総社・総社地区はもちろん、高崎市中尾町・日高町・新保町な

ど高崎市の北部地域まで、合わせて五千石の潅瓶地をもつことから、五千石堰とよばれている。

この午王頭川の左岸に位置する遺跡で、周辺には若宮遺跡、柿木遺跡、桜が丘遺跡、稲荷山古

墳、清里陣場遺跡、二子山古墳、愛宕山古墳、宝塔山古墳、蛇穴山古墳、山王廃寺跡、国分僧・

尼寺、国分寺中間地域遺跡、上毛野国府、王山古墳など貴重な遺跡が集中する地峡である。
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E 調査の概要

開発業者の調査依頼を受けて市教育委員会がトレンチ法で試掘調査を行った。試掘調査は道路

の構築予定地にトレンチを入れ住居祉等の遺構の存在することを確認した。前橋市埋蔵文化財発

掘調査団が調査主体となり、平成 4年 8月 7日から発掘調査することになった。

調査は試掘卜レンチに沿って、表土60~80cmの深さを機械(パックホウ)排土し、遺構プラン

を確認し発掘調査に入った。

調査の基準

A-1地点の公共座標は第立系 x = 46. 700. OOm、Y=-71.676.00町、 A-5地点をx=

46. 700. OOm、Y= -71， 660. OOmに測設し、これを基準として調査区を北西隅より緯線 (X軸)に

A・B・C……、経線 (Y軸)に 1・2・3...…とする4mク'リットを設定した。

水準基準点 (BM)標高を141.50mに測設した。

住居祉、及びカマドは原則として確認面で十字にベルトを設定し土層観察を行った。

土坑・貯蔵穴は半載して土層観察を行った。

出土造物は図面l/1O~l/100 のスケールで、平面図・高さ等を記録後取り上げた。

その他の遺物はグリッド毎に、住居祉・土坑などの遺構に流れ込んだ遺物は遺構毎に一括とし

て取り上げた。

写真の撮影は、カラー、白黒、カラーリバーサルフィルムで記録した。

E 調査の経緯

西久保遺跡は宅地造成工事に伴う都市計画法29条の開発行為にさきがけ前橋市宅地開発指導要

綱(昭和48年前橋市告示第10号)第9条(文化財保護)の規定により開発事業者住友林業株式会

社山口博人氏(東京都新宿区西新宿6丁目14番1号)から市教育委員会に事前協議があり確認調

査を行ったところ奈良・平安時代の住居祉を確認した。開発事業者と協議調整のうえ平成4年

8月7日より前橋市埋蔵文化財発掘調査団で発掘調査を実施することとなった。

調査経過(調査日誌より)

平成4年8月7日 作業事務所設置、機材等搬入

同日 重機にて表土堀削作業開始

10日 調査区東側(JR側)防災用フェンス設置

12日 ジョレン掻き、プラン確認作業開始

19日 住居祉調査開始(1~ 4号)

20日 グリッド杭設定開始

q
b
 



21日 水準点 (BM=141.50m)設定

24日 縄文土器包含層発掘(住居と溝)

同日 土坑2""15発掘、線引き、写真撮影

25日 雷雨により調査区水没する。

27日 カマド発掘開始

29日 カマド(1 "" 4号)完掘、平面図 1/20実測

31日 全体図 1/100実測 コンター記入

f 西久保遺跡発掘調査終了

9月1日""2日 作業事務所機材等の搬出及びかたづけ

3日 整理業務開始

平成5年3月20日 整理業務終了

町基本土層

142. 10m 

11 1層耕作土

2層 2層より締まっている軽石を

多く含む灰褐色土層

3層 3層より軽石が多く焼土粒が

142.00m 僅か見られる黒褐色土層

4層 黄褐色自然堆積層
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V 遺構と迫物

調査は縄文時代住居祉 1軒の調査、潜 (W-3) 1条、それに伴う集石 lケ所、土師器を伴う平

安時代の住居祉5軒、土坑6ケ所の調査を行った。その外に現代の芋穴祉(甘藷の貯蔵穴、牛

芳、署萌藷等の栽培に伴う土坑(D-1・3・4・8・9・10・11・12・16・17・18)11ケ所、電柱の支脚跡 (D

-5・6) 2ケ所、溝 (W-1・2) 2条については位置確認のみを行った。

縄文時代

J - 1号住居祉

調査区南東間 J• K-6・7グリッドに位置する。地表面から60cm程排土した確認面にある。覆
土は軽石と焼土粒を含む黄褐色土が堆積している。住居祉の形状は、東側半分が調査区外で不明

であるが直径4.00m程の円形を呈するものと思われる。炉と柱穴も不明である。

遺物は後期掘之内(II )式土器を多く検出した。その外に加曽手IJB、加曽手IJE2様式土器も検

出した。

溝(W - 3 )と集石(s )の位置確認

調査区の閉端部1・K-4・5.6、L-b ・ 6 グリッド白でHr-FA の帯状(30~50cm) 堆積を確認し

た。このIIr-PAに卜レンチを入れたところ、その下部から敷石状の集石が般認された。この溝は

台地の先端部を北西から東南に横切る形になると思われる。

2 平安時代

( 1 )住居祉

H - 1号住居祉

調査区北西隅のB-3・4グリッドに位置する。地表面から70cm程排土した確認面にある。覆土

は焼土粒を含む黒褐色土が堆積しているが耕作により床面まで撹乱されている。

H-2号住居祉と重複する。 H-2号住居祉の床面より 5'"15cm上にカマドが築かれているの

でH-1号住居祉の方がH-2号住居祉より新しく、前橋市成では平安時代の重複する住居は西

方に後退する傾向が見られるが、この場合もその例と考えられる。

住居祉の形状は長軸南北方向4mと、短軸東西方向3.6mが推計され、隅丸長方形を呈しているも

のと恩われる。長軸方向はN-1030 - Eを測る。

壁はほとんど計測できなかった。堅い床面の範囲からH-1号住居のプランを推定した。ピッ

トも確認されなかった。

カマドは東壁中央やや南寄りに位置し、カマドの主要部分は壁内で煙道が壁外に構築されてい

る。主軸方向は (e)N -86 0_  Eを測る。左袖部が比較的良く残っている。
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カマドの各部分の表示

a :最大幅

b:全長

c :煙道長

d :燃焼部長

e :炊き口部長

f :煙道部幅

g:燃焼部幅

h:炊き口幅

θ:主軸方位

σ:煙道部立ち上がり角

( ヵマドの寸法は最大径 (a)= 138肌全長 (b) = 145肌煙道部幅(f) =17肌燃焼部

幅 (g) = 43cm、煙道部立ち上がり角度 (a)= 40 0を測る。

H - 2 号住居祉

調査区北西部隅B-3・4グリッドに位置しH-l号住居祉と重複して確認された。地表面より

70cm程排土した確認面にある。覆土は焼土粒、炭化物を含む黒色土と焼土粒を含む黒褐色土が堆

積している。南西隅コーナの覆土の上にH-l号住居祉のカマドが築かれている。住居祉の形状

は長軸南北方向3.38m短軸東西方向2.98mを測り、隅丸長方形を呈す。主軸方向はN-92 0_ E 

を測る。壁は950に立ち上がる。主柱穴は確認できなかったが、貯蔵穴が南東コーナに壁柱穴が

北壁から北西コーナの付近で14ケ所確認された。

カマドは東壁中央部やや南寄りに位置し、壁内に主要部分が構築されている。主軸方向は

(θ) =N-92 o_Eを測る。カマドの寸法は最大径 (a)=83cm、全長 (b)= 1l7cm、燃焼

部幅58cm、煙道立ち上がり角度 (a)= 27 0を測る。

H - 3 号住居祉

調査区北側中央部C・D-3・4・5グリッドに位置する。 地表面から70cm程排土した確認面に

ある。覆土は焼土を含む黒褐色土とロームを含む黄褐色土が堆積している。南西部コーナに新し

い芋穴が確認された。住居祉の形状は長軸南北方向4.30m、短軸東西4.20mを羽川)、ほほ隅丸方

形を呈す。主軸方向はN-76 0_ Eを測る。壁は750"-'88 0で立ち上がる。

ピット等の名称
形状 寸法

所在・その他
Jf~ 状 1主 深

P -1 円 30x 27 6. 5 北西コーナー外側
P-2 円 33x 32 10.5 北西コーナ-1*1側
P-3 楕円 46x 37 11. 0 南西コーナー外側
P-4 円 29x 28 7. 0 南西コーナー内側
P-5 楕円 44 x 37 9.0 東壁ほぼ中央

に
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カマドは東壁南寄りに位置し壁外に構築されている。主軸方向は (θ) = N -84 0 - Eを測

る。左袖石が 1石確認された。カマドの寸法は最大径(a) = 88cm、全長 (b) = 180cm、煙道

部幅 (f) =21cm、燃焼部幅(g) = 55cm、煙道立ち上がり角度 (a) = 25 0を測る。

カマド燃焼部で台付賓の台部が胴部との接合部で剥れたものを検出した。

H - 4 号住居祉

調査区北側中央部D. E-3・4・5グリッドに位置する。地表面から70cm程排土した確認面にあ

る。覆土は Hr-FP及(fC軽石を含む黒褐色土とロームブロック及び焼土粒を含む黄褐色土が堆積

している。住居祉の形状は長軸方向 4.20m、短軸方向 2.88mを祖1]り、歪んだ隅丸長方形を呈す。

主軸方向は (8)=N-91 o-Eを測る。壁は580~88 0で立ち上がる。

一一一一一
一一

形状

径

25X 25 
22x 24 
18 x 15 

所在・その他

カマドは東壁中央やや南寄りに位置し、壁外に構築されている。主軸方向は (θ) = N -97 0_  

Eを測る。両袖と燃焼部中央に支脚の石が確認された。カマドの寸法は最大径(a) = 92cm、全

長(b) = 140cm、煙道長(c) = 60cm、燃焼部長(d) = 42cm、焚き口部長(e) = 38cm、煙

道立ち上がり角度 (a) = 40 0を測る。

H - 5号住居祉

調査区東壁北寄り C-6グリッドに位置する。地表面から50cm程排土した確認面にある。 JR 

との境界に近く、住居祉の西壁の一部を確認する事ができた。覆土は Hr-FP軽石と炭化物を含む

黒褐色土が堆積している。住居祉の形状は JRとの境界に近く住居祉の一部しか調査できなかっ

た。南北4.50m隅丸方形を呈するものと思われる。カマドは調査区外ですでに鉄道建設に伴って

破壊されているものと思われる。覆土中より完形の焼が一点検出された。

( 2 )土坑

D - 2 号土坑

調査区北東部D・E-6グリッドに位置する。地表面から70cm程排土した確認面にある。覆土

は醸と焼土粒を含む黒褐色土が堆積している。形状は南北方向 128cm東西方向 102cmを測り、楕

円形を呈する。遺物は検出されなかった。時期不明。

D - 3 号土坑

調査区東側E-5・6グリッドに位置する。地表面から約70cm程排土した確認面にある。覆土は

磯と焼土粒を含む黒褐色土と磯とロームを含む黄褐色土が堆積している。形状は南北方向 157cm

東西方向 129cmを測り楕円形を呈する。遺物は検出されなかった。時期不明。
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D - 7 号土坑

調査区中央部東側F-5・6グリッドに位置する。地表面から約70cm程排土した確認面にある。

覆土はロームを含む黄褐色土が堆積している。形状は南北方向 183c皿、東西方向1.15mを測り、

楕円形である。遺物は検出されなかった。

D - 1 3 号土坑

調査区南側 1-6グリッドに位置する。地表面から65cm程排土した確認面にある。覆土は軽石

を含む黒褐色土と焼土と小礁を含む黄褐色土が堆積している。形状は長辺 113cm、短辺 l02cmの

隅丸方形を呈する。遺物は縄文土器片が 1点と自然石 l点が検出された。

D - 1 4号土坑

調査区南側中央 1• J -6グリッドに位置する。地表面から約80cm排土した確認面にある。覆

( 土は焼土を含む黒褐色土と離と焼土を含む黄褐色土が堆積している。形状は長辺 150cm、短辺

l07cmの精円形を呈する。遺物は縄文土器片11点が検出された。

D - 1 5 号土坑

調査区南側中央部 I・J-6グリッドに位置する。地表面から約75cm排土した確認面にある。

覆土は軽石を含む黒褐色土と焼土粒を含む黄褐色土が堆積している。形状は長辺 210cm、短辺

158cmの楕円形を呈する。遺物は縄文土器片9点、が検出された。

3 その他

A-3・4・5、B-3・4・5・6、C-4・5.6グリッド内、現代の畝状遺構が確認されたH-l号

住居の床面より深く掘られている所もあり H-l・2号住居のカマドは部分的に破域されてい

る。

J -4、K-5・6グリッドにかけてHr-FAが堆積する水路状の遺構が確認された。

K← 5.6グリッド内で河原石を敷きつめたものと思われる状態の石が確認されたがこれがど

のような遺構か確認するに至っていない。
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VI ま と め

西久保遺跡は、西に榛名山、東に利根川、北東には赤城山を望む地にある。榛名山の東南斜面

を流下する多くの中小河川(染谷川・八幡川・午王頭川等)により火山灰堆積物を裾野に拡げ、

相馬ケ原付近を扇頂とした扇状地を形成し、山裾には前橋台地を構成する地層が露呈している。

当遺跡は標高143.30~14 1. 45mで午王頭川左岸台地上に在る。 JR上越線がこの台地の中央部

を南北に走り、調査地が上越線西側に在り、進入路のない地域で調査作業には色々と困難が伴っ

た。遺構は縄文時代後期、堀之内2様式の遺物を伴う住居祉l軒が確認された。これらの遺物の

中には図版NO.8に示したように口縁部にその特色を持つ破片が数多く検出された。注目土器の破

片と思われる(図版NO.10)や、ミニチュア土器等が検出された。 13・14・15号土坑は出土した土器

片の形態から縄文時代後期(堀之内式土器)のものと思われる。

平安時代の住居祉が 5 軒確認された。確認面までの掘削中に26~31までの出土遺物があること

から、多くの住居祉の存在した可能性が考えられるが耕作などで撹乱され、遺構プランの確認が

不可能であった。

住居祉について

出土遺物から 9世紀前半から10世紀前半までの土器が検出された。各住居!J!:の特徴をまとめる

と平面形が横長と縦長のプランの形態に分けられる。

またカマドの袖部が住居内に構築されているものが横長であり、袖の端が壁に並行するものが

縦長の形態になっている。

検出された遺物について

観察表から検討してみると費は実測図NO.4・14・17・18・24を検出している。これらの内NO.14を除

いて頚部が「コ」字状屈曲し、胴部にその最大径をもつものと思われる。

土師器杯 (No.10)のl点であるが、底部に丸みを帯び体部は緩やかに屈曲して聞き口縁端部で

緩やかに内傾している。

須恵器杯はNO.2・7・12・13.16・21.22・27の8点を検出した。底部は上底で回転糸切りを施し、体

部は下半部で丸昧を有している。底径が口径の50%前後から50%以下、口縁端部の外反・肥厚す

る傾向が見られる。

高台付腕はNO.23.25・28・30の4点を検出した。 NO.23は底部回転糸切り、口縁部は外反しロクロ

整形をしている。 NO.25・28、底部回転糸切り、体部はやや丸昧を持ち口縁部で外反し、ロクロ整

形ている。

これらの遺物はロクロ整形等の土器成整形の特徴から 9世紀中頃から 9世紀後半のものと思わ

れるが、検出した土器に完形品が少なく、住居祉の詳細な時期を決め切らないものがある。

no 



西久保遺跡 出土遺物観察表
法量:①口径②底径@!同郎最大径@顕部・銭合部~⑤裾径⑥器高⑦長さ⑧鰍~厚み⑪穿干L径⑪重さ{①~⑪lま cm、⑪lig、( )は推定値を表す》

No. 位置 器種 法 量 i治土焼成 色調 特 徴 遺存

H-1 ml!!.器蓋 ①(16.2)⑥(1. 9) 普通 辺元 青灰 体部で緩やかに外傾。口縁部は短かく内傾し、ロクロ整形。 v.弱残

2 H-1 m.¥t¥器杯 ①⑥3 (l1.8)②(7.0) .2 
普通 還元 青灰 底ク割ロl榔t主催か。盛に上岡払断体念制申j緩躍やか。に内憎して立ち上がる。内外面ロ %残

3 H-1 鉄腿品 ⑦現存5.7⑧1.9⑨0.2⑪11.26 刃部のみ残存。

4 H-1 土師器 聾 ①(17.8)⑥(6.0) 普通 酸化 慢 ロgt術車部押は「憤コ」位の字状を呈Sし:{I、邸胸位の部は緩ラや削かに内閣函ーす繍位る。の外面口線さえのナデ。胴 へり、内 ナデ。 u弱残

5 H-2 鉄鎖品鎌 ⑦現存長9.4⑧1.9-2.5⑨0.2⑪24.67 身剖l緩やかに略的し、身部先端欠損。
身部
一部残

6 H-2 鉄製品刀子 ①現存12.7⑧1.2⑨0.3⑪12.70
刃自。Mて怯先品細を欠損する。関部は棟・刃共に段をなす。茎部はt縮日に向
かり。

7 H-2 ~JωI!，器師 ②(6.0)⑥(1. 7) 。通週元 明緑灰 :;広なCロ体ヲ部ロE1孟E形直線。的に外傾。ロクロ盤形。底部回転糸切未拘置E。顕
底部
%残

8 H-3 石製品紡縄司 ①⑪上51.径433.5②下径4.4⑨1.9⑪0.9 灰白 磨断而。安断山然岩。。 下径函、平但面。 上径部はやや凸状。国l厨と下菌研

9 H-3 鉄製品 ⑦現存10.2⑧4.8⑨0.3⑪59.87 身部先端欠損する。-)樹庁れ曲がる。背側平らである。 ーごっ
10 H-3 土師器同: ①(12.2)⑥3.5 普通酸化明縄 体底部部。は緩内やかに線内郎叫すl自他る。の口縁デ部、体I:U郎脚j旨で抑働えB内側し、 1雌知車の ロ縁部

外面白 ナ ナデoml~へ示ナヂ。 %欠損

11 H-3 鉄製品刀子 ⑦現存12.9③1.4⑨0.3⑪15目75g 湖刀む。郎面創刃り聞し出l及、は一、びZ益E虫H本歯:jl割質よl痕をり級伺あいりn。す角度る。で隊t止側を有部すは茎。茎よ部りわはず端部かのに段向差かをつ認て

12 H-3 匁舷器 t不 ①(11.8)②6.7⑥3.2 UI 還元 日自青灰 若干上げ晶体審Rlt下半Bsで丸みを有し、上半部~日縁部にかけて 郎口健~一拠外反する。ロデロ銭形。底部右回ti:H，切。

13 H-3 続忠器郎 ①(13.2)⑥3.3 !J! 週元 哨青灰 体ロ箆部形は内。底問気部味回転に立糸切ち上り。がり、口縁付近で外反する。体部外面ロク
体部
v.残

14 H-3 土師器聾 ①(19.8)⑥(6.4) 良 酸化 赤褐
胴部残は緩や鋭かに邸立内外ち上面がり口縁ナ部デで、外外反面す指る。口緑郎上位にl童合函
がる。口 償位の 押え。胴tilヘラ庄焼。内 v.残
面ヘラナデ痕有り。

15 H-3 脚付費 ②10.4⑥(2.8) 良 酸化 赤褐
脚部は中位で屈曲し、裾端部で緩やかにひろがる。脚部内外面横ナ 接合部
デ。 のみ

16 H-3 m'磁器杯 ①(12.8)⑥3.5 組 週元 青灰 底ク郎ロ箆l孟上払底臨気仇日糸切体部り。は緩やかに丸みをもち口縁部で外反する。ロ

17 H-3 土師器聾 ①(19.4) 良 酸化 明黄梅 sロs銃舛部面は右Iコjの字状を呈し、 t綿匹で外反する。口縁Efi樋ナヂ。 1同は横位のヘラ即lり。 鳴r
18 H-3 土師質聾 ①(18.8)⑥(7.6) 良 齢化 明赤禍

口縁位部のは 「コL頭云部字外誌慨iにE呈し、 口唇あ部りにtロt録絡画を|沖有位す。 口i縁部内外面
横 ナデ。 指押え痕 。 に接合面が残 y，残
る。

19 H-3 鉄製品 ⑦現存14.6⑥4.5⑨0.3伽 6.70 身を自大l全き体くが欠大備すきるく倒。的する。 -)断れ曲がる。背側平ら。刃部先端

20 H-4 鉄製品 ⑦現存12.9⑧4.2⑨0.3⑪78.09 身部全体が大きく切曲する。 一端折れ曲がる。背九刃部先端を大
きく欠損する。木質部付着。

21 H-4 i孔，¥1.(器卸 ①(13，0)⑥3.2 良 週元 暗青灰
上l:r~休部l:l僅か京肱をもち立ち上がり、口縁部で外反する。ロ

~残ヲロti!JlA.底節回転糸切り。

22 H-4 ml[(器綜 ①⑥2 (12白8)②(7.0).9 
週元 灰白 平部払関紙体恥切邸娘担や。かに略の器曲し口縁薄部い僻刈こ外反する。 ロクロ盤彩。底

政問l 肉は 。 v.残

23 H-4 高台付蝿 ①(16.4)②9.0⑥6.6 普通 週元 青黒 大型の腕。体部は緩やかに内切して立ち上がり字、状ロ級干E高:11で台僅、か外反
する。ロクロ整形。底部回転糸切り。「ハ」の ナデ。 %残

24 H-5 土師器聾 ①(19.4)⑥(10.5) 良 酸化 明伺 側ロl綾1.部ナは fコJ制の向字、状斜位を呈のL、胴官官上半で丸みを持つ。内外面白縁
デ。胴 ヘラ削り。 口~胴

25 H-5 高台付焼 ①⑥5 14.4②高台径7.4
.3 

組 酸化 明黄禍 高台が台。り内口は縁外「部面ハで共」外のに宇反細す砂に外るを。傾含体むし部。て聞く。 体ロ部盤形はや。底や丸部回み転を糸も町って後立ち上はロク 付高 完形

26 4A-63 ~JV忠器皿 ①⑥2 (13.2)②(7.0) 良 還元 青灰 雑な高内併斜面を付ロした底部か底らt立M線回的転糸に外切反りす後る体ラ部ナ。デ器調面鐙.に歪み有
り。 クロ盤形。 へ %残

27 4A-63 認tWて器杯 ①(13.0)②5.4⑥3.6 普通 週元 暗青灰 縁底部部では上外反げ底す銅品味。外で面体市下半で稜をなし、級舵出や品切かに内切しながら口。 ロヲロ範形。底部回 り。 v.残

28 4A-63 土師質飽 ①(14.4)⑥(4.5) 良 還元 青黒 sjR丸みを持ち、ロ縁部で外反する。畑ロクロ鵬、内面ナデ捌 口縁部v.残
29 4A-63 土師賀皿 ①14.2②7.2⑥3.1 良 般化 浅黄 反デ「。ハし底」、部の口牢密闘状部断でに念切外水平傾り。すを付なる高高す台。台。口ナ唇体デ.制mllf大内I外明き面皿〈外。に備剖I鰭して付開着。き、内外口縁面部横外ナ 割3

30 4A-63 ml1(骨量腕 ②(7.0)⑥(2.0) 良 週元 育灰 磁立気疎に立つ高台。体部はやや内旬する。ロクロ登形。付高台ナ 底部
ヂ.底部回転糸切り。内面墨書。高台部、部分的にいびつ。 のみ

31 4A-63 'Jm器皿
①⑥ (13.2)②(8.7) 
2.5 

良 週元 灰白 J針箱詰品線高tF有為~~学事:明語紙主主字詰局
り。

v.残
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法量:①口侵②底径③胴蹴般犬伝~JJW，fI・援合部径⑤栂径⑥器高⑦長さ⑧締\Il)厚み⑪穿孔径⑪重さ{①~⑪は cm、⑪はg、( )は推定値を表す》

No. 位置 器種 法 量 石材 特

32 J-l 打制石斧 ⑦8.8⑧7.2⑨2.7⑪200 凪色頁岩 分銅形石斧のy，。

33 J-l 石斧 ⑦7.3③7.7⑨1.3⑪83.55 安山岩 分銅形石斧。

34 4A-63 多孔石 ⑦21. 6⑧17.2⑨13.6⑪51. 00 安山岩 両面使用痕あり。

35 J-1 石錐 ⑦7.9⑥1.2⑨0.7⑪5.39 11;¥包頁岩 錐剖lが非常に細長く精巧である。後期

36 J-1 石器 ⑦6.0⑥5.3⑨1.5⑪47.46 黒色頁岩 掻器。

37 J-l 凹石 ⑦10.3⑤7.8⑨6.0⑪460 安山岩 片面使用痕あり。

38 P-13-1 凹石 ⑦13.2⑥12.9⑨6.3⑪1100 安山岩 両面使用痕あり。

参考文献

清里・陣馬 1981 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

芳賀東部団地 1988 前橋市教育委員会

下東西 1987 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

柿木 1984 前橋市教育委員会

鳥羽 1986 報告書第11集 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

村東 1988 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

柿木II 1988 前橋市教育委員会

若宮 1989 前橋市埋蔵文化財発掘調査団
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H-Z 土層住記

個かな鐙石と銚土岨・由化物を含む網邑土層

暁士岨を含み、経石凶少ない黒褐色士眉

細かな躯石と焼土阻を多〈吉む鳳褐色士眉

1.......3cmの炭化物を多〈含む黒色土層

ロ ムを富む前陶邑土届

。 1/60 2m 

第 4図 H-l号住居跡・カ7 ド，H-2号住居跡・力7 ド実出'J図

+ 
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H-lカマド 土層世紀
i 属医色{砂+灰〉層

Z 周灰巴個砂圃

3 橿帽巴帖胃微砂

4 暗掴色樟土プロヅク

S 黒褐色帖冒幅砂Hr-HP経石の'1、"を3%含む

H-Zカマド 土居住紀

1 韓士プロックとHr-PPの混入する徹齢、を含み枯性の高い暗闘色土層

2 小破とHr-PPを含む鳳陶色細砂周

3 小艇と焼土プロックを理人する明灰陶色細砂層

4 小峨と燐土プ0.，タを担入する暗灰陶色阻砂層
5 焼土プロックを30%含む略庇褐色阻ι用
8 明薗褐色帖冒細砂層

7 銚土プロックが時人する黒梅色融眉

8 暗黄禍邑燐土プロック

9 略褐色高肺粘置土+銚土プロック

10 炭化物灰層が躍人ずる暗灰褐色:ffl砂層

11 暗灰褐色岨砂に微妙粘土粒を混入

12 暗褐色粘置微妙に脱化物理人
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H-3 土居住記

1 制状の焼土を吉む照陶色土層

2 軽石を含み比般的やわりかい黒褐色土層

" 焼土を含まない鳳褐色士層

3 ロームを含む;黄褐色土層

4 粒状の焼土を含む赤褐色土層

5 軽石を古む風色土層

5， 5より圃かロームを富む黒色土層
6 ロームを多〈含む黄禍色士層

7 輯状の樟士を含む照帽色士層1層より少し多い腔士

8 軽石の少ない黒色土眉

9 焼土プロック

H-3カマド 土層住記

l 輔りが良〈暗縄色細砂層

3 '1、圃が3%含有する明陶邑帖質個砂層

3 I~-押削 I 偏向f，・ 6閣制邑肌四幅申酬
4 暗褐色個砂+韓土プロックを薗か含む

5 黒白庇層+4層

事 灰岡色腔土プロック

? 赤国色匝士プロック

a 院土プロックを曲か含み輔りがある周色帖賀土層
官 冊りが良い暗灰色粘質士[嗣砂)眉

10 暗但色桂土層

11 暗灰色帖質阻砂層

12 暗灰色粘砂層+由化物

SP-c' 

13 Hr-FPを5%と焼土プロック・民北物を吉む暗圧陶色帖買細砂層

。 1/30 1m 

第 5図 H-3号住居跡・力7 ド実測図
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5 明11組醜士プロック圃
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6 暗匝同色貼置土層
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8 晴iIf褐色陸士プロック

9 埠土プロックを含む暗附色砂町粘砂層

10 小酬を含む周閥色帖恒制妙

日 暗灰褐色匝層

日 摘りが良い縄灰色紘置土廟

" 嶋庇邑粗砂+焼土プロック
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H-5 土居世紀

i 制作土

2 1局と同じ庇陶色士で鍵石カ'3周より少な〈歓らかい

， 2曙より輔まゥている鯉石を多く含む匝陶色土層

• 3層より笹石が多〈燦土帖が圃か見られる期褐色土層
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5 鰻石が多〈炭化物を僅か含む照偶邑土層

e 焼土・灰・鋭化物を含む黒色土層
7 歯同色自然堆檎珊

。
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J-I 土層住配

l 制作士

2 As-C経石を多量に含み30-40%の躯石を含む鳳色土肩

書 嘩か信笹石と焼士・出化帽を古む烈栂色土居

4 鍵石醜士阻多畳の縄文土居を富む貨褐色士層

6 拍ど鍾石は含まず'1、圃を含む4眉より明るい貨綱色土周{縄文土器・黒喧石そ含む)
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l 磁と焼土粒を含む鳳掴色土鳳
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D -3 土層世紀

観と焼土粒を含む照陶色土騎

.とロームを含む備縄色土綱

理恒三B'

鮪 7 図 D -2・3・7号土坑跡実測図
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D-7 土層控I~

l ロームを信念、含む信網色土層

2 1層よりロームを多〈含む貧掬色土層
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D-13 土層住le

l 聾石を企む周蝿白土層

2 燐士と'1、.を含む薗掴色土居
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0-14 土圃性記

1 .土粧を含む摘蝿邑士膚

2 .と焼士を畠む貧困色土層
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第日図 K-L-5-6G内集石平面実測図
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0-16士圃註記

I @石を置か含む周陶邑土眉

2 焼士粒を置か含む前衛色土眉
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図版 2 

H-3遺物出土状況

H -3;出物山:トー状況

H-3遺物山上状況

H-3遺物出土状況 H-3遺物出土状況



図版 3 

H-4全策 H -4カ7 ド完編・遺物LUこl:状況

H -3・4全景 ] -1辿物nLlニ状況

W1: i 卜レンチ状況 (K~L -5~6G 1).1) D -13 全景

D -14遺物出土状況 D -15土層断面
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図版 9 
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